
日本史授業プリント近代２４(096) 産業革命と社会問題（２） 

２年   組   番            ． 

産業革命と資本主義の発達のまとめ 

時期 軽工業 重工業 金融・通貨・景気 

1880 

年代 

1882.大阪紡績会社 

 

1881.日本鉄道会社 

1889.東海道本線全通 

   民営鉄道＞官営 

1882.日本銀行設立…松方財政 

1885.銀本位制確立… 〃 

1890 

年代 

1890.綿糸生産＞輸入 

1894.器械製糸＞座繰 

 

 

1890．最初の恐慌   

1897.綿糸輸出＞輸入 1897.八幡製鉄所設立 1897．金本位制確立(貨幣法)  

 

1900 

年代 

 1901.操業開始 1900. 最初の資本主義恐慌 

1907.生糸輸出世界一 1906.鉄道国有法 

1907.日本製鋼所 

好景気→1907. 戦後恐慌 

→中小企業の倒産・吸収合併→財閥の成長 

課題 ・貿易規模拡大→綿花・軍需品・重工業製品の輸入の急増→大幅な１輸入超過      

    ・巨額の外国債の利払い    次第に危機的状況へ 

    ☆植民地の役割大 <例>対満州(綿布輸出､大豆粕輸入) 

               対台湾(米･原料糖移入)  朝鮮(綿布移出、米移入) 

農村の変化 

 農業 ・米作中心の零細経営は変わらず…洋式農業の導入はほとんど失敗 

    ・生産率は上昇…２金肥
きんぴ

(大豆粕
だいずかす

など有料の肥料)の普及 足踏み脱穀機など新技術 

    ・工業用農作物の衰退 ←安価な輸入品  ・３養蚕業は発達 

  農業指導者の活躍 <例> 岡田良一郎（静岡：報徳社） 石川理紀之助（秋田県勧業係） 

  政府…品種改良(1893．農事試験場）、耕地整理法(1899)などの政策 

農民の組織化 <例>農会法(1899) 産業組合法(1900) 

 農村の変化 ☆ ４小作料は現物納(５割以上)→米価が上昇しても利益は地主に 

 →農村の   ６地主…手作地を縮小(７寄生地主  ) 投資・企業経営→８資本家  へ 

  階層分離  ９小作(貧農)…副業 子女の出稼ぎ(都市へ流入) →10工場(賃金)労働者へ 

 
厳しい小作の生活 →工場労働者(小作出身)の賃金が低い →国内需要(購買力)が低い 

→国外市場が必要 →植民地に依存 →侵略戦争 

日清戦争 

日露戦争 



社会問題の発生 

 賃金労働者の急増 ←工場制工業の勃興 

  ・繊維業が大半(61％)、その大部分(88％)は女子 …貧農の子女の出稼ぎ「11女工  (工女)」 

  ・重工業･鉱山業･運輸業では男子が主 「12職工  」  

 劣悪な労働条件 ※遅れて発達した資本主義 

  <例>  長時間労働(13紡績12時間、製糸15時間程度)・低賃金 14寄宿舎制度 

     15納屋
な や

(飯場
はんば

)制度…納屋頭が労働者を納屋(飯場)に監禁して労働を強制 

       16囚人労働…過酷な強制労働で多くの犠牲者 北海道など 

   17横山源之助   (毎日新聞記者)が『18日本之下層社会    』で紹介(1899) 

   19農商務省『20職工事情   』(1903)…実態を調査 

 [Ａ]女工のストライキ ※ストライキ(同盟罷業) …労働者が労働を行わないことで抗議すること 

  <例>21甲府雨宮製糸スト(1886．日本初のストライキ) 

    22大阪天満紡績スト(1889､94)、名古屋三重紡績スト(1896)など 

 [Ｂ]鉱山・炭坑での暴動や争議 

  <例>23高島炭坑   [長崎／三井]…極めて過酷 官営時代は囚人労働(６回の暴動) 

                   24三宅雪嶺が『日本人』で報道(1888)→社会問題化 

 [Ｃ] 25足尾鉱毒   事件…銅山の鉱毒で26渡良瀬
わ た ら せ

川沿岸の田畑に被害(特に27谷中
やなか

村) 

    →抗議・請願運動…28田中正造
しょうぞう

   (栃木：衆議院議員)中心 

   集団で数度上京 1900．途中で警官隊と衝突(川俣事件) 

    →不十分な施策と弾圧 →1901．田中は天皇直訴を図るが失敗 

    →谷中村を強制廃村(遊水池化)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時代順問題に挑戦】<センター試験 2013年Ｂ追試験より> 

Ⅰ①国立銀行条例が制定され，第一国立銀行が設立された。 

Ⅱ②中央銀行として，日本銀行が設立された。 

Ⅲ③清国からの賠償金にもとづき，金本位制が確立した。 
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